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メカ トロ ニ ク ス制 御 の学 習 の た めの 実 習機 器 と して L E D ， ブザ ー ，／くル ス モ ー ク な どを ポ ケ ッ

トコ ン ピ ュ ー タ に よ って 制 御 で き る 実習 機 器 を 製 作 し， 実 習 指 導 を お こな った 。

この 実習 機 器 を使 用 す る こ とに よ って・ 制 御 の基 本 で あ る コ ン ピ ュー タ と機 器 と の入 出力 制御 ，

ビッ トの マ ス クに よ る信 号 検 出 ， ／くル ス モ ー ク の 回転制 御 な どの実 習 をす る こ とが で き る。

1 は じ め に

本校 での情 報技術教育 として ， 1 年生 で B A S

I C 言語， 2年生で F O R T R A N 言語， 3年生で

主と し て C A S L ア セ ンブ リ言 語 と Z － 8 0 ア セ ン

ブ リ言語 を学習 させてい る。

3 年生 の選択 実習 の情 報技術 Ⅱでほ， C P U が

Z － 80 の ワ ン ボ ー ドマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 製 作

させ て ， Z 一部 ア セ ンブ リ言 語 ，機 械 語 に よ る制

御実習 を行 っ ていたが ，生徒 に とって理

解しに くい と ころ や ， と ま どい が あ る よ

うに 見 受 け られ た。

そ こ で ， コ ン ピ ュ ー タ に よ る 各 種 メ カ

トロニクス制御実 習の教育効果 をあげる

ため生徒 に とって理解 が容易な ポケ ッ ト

コ ン ピ ュー タの B A S I C 言 語 を 利 用 し

たメ カ 卜占 ニ クス 制 御 実 習 の指 導 か ら入

り，次に機械語 の制御 実習に進 め る指導

法を研究す る。

2 B A S I C に よ る制 御

写 真 1・ほ ， ポ ケ コ ソ と制 御 入 出力 セ ッ

トを接 続 した も の で あ る。

これ に よ り， B A S I C 言 語 を 使 用 し

て，制 御 の基 本 で あ る コ ン ピ ュー タ と機

器との入出力制御 の実習指導 を行 な った。

3 機 械 語 に よ る制 御

写 真 2 ほ ， ポ ケ コ ン と 825 5 イ ンタ フ ェ

ース ボ ー ドを 接続 した もの で あ る。

機械語 を使用 した制御 の基 本で あるL
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E D の点滅 ほ， これを使用 して行 った。

写 真 3．は ， ポ ケ コ ンに 8255 イ ソタフ エー ス ボ ー

ドを接 続 して ′くル ス モ ー クの 制 御 を して い る もの

であ る。
J

これ に よ り， ′くル ス モ ーク の正 転 ，逆 転 制 御 等

の実 習指導 を行 った。

4 実 習 テ キ ス ト

上述 した項 目について実習 テキス トを

作成 した。紙面 の都合 に よ り，その一部

を掲載す る。

ポ ケ コ ンに よる ′くル ス モ ー ク制 御 1

問題

8255 のモ ー ド0 に お い て ，′くル ス モ ー

クを正 転 させ る プ ロ グ ラム を作 成 せ よ。

ただ し ， ′くル ス モ ー クの 正 転 は ， P B O l

にパルス を出力すれ ば よい。

こ の 間 題 の メ イ ン プ ロ グ ラ ム の フ ロ ー

チャー トを図 1 に示 し，時 間稼 ぎサ ブル

ーチ ソの フ ローチ ャー トを 図 2 に 示す 。
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図3 プ ログ ラム リス ト例
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5 お わ り に

生徒 に とって，身近 なポ ケ コソを使用 した 制御

実習 ほ珍 しいの か，とて も興味 を しめ した。最初

に例題 を説 明 し，次に問題 を与 えて考え させた。

問題 が 解 けて 思 うよ うに 動 作 した と きは ， と て も

楽しそ うだ った 。

まだ不十 分な点 もあ るが ，今後 とも各位の御指

導御鞭撞 をいた だ きなが ら更 に改善 を加えてい き

たい と思 う。

最後に ， この研究 にあた り，研究助成 をいただ

いた 岡山経済 同友会 ，お よび関係 の諸 先生方に厚

くお 礼 申 し上 げ ます 。

図 2 時間稼 ぎサ ブルーチン

図3．に プ ロ グ ラム リス ト例 を 示 す 。
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